
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中小企業振興のための施策実施に関する提言書
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令和元年１１月〇〇日 

三沢市中小企業振興会議 



中小企業振興のための施策実現に関する意見書 

 

 当市の大多数を占める中小企業は、地域に根差した事業活動を通じ、当市の

経済発展と市民生活の向上に大きく寄与して参りました。 

 しかし近年、先行き不透明な経済状況、急速なグローバル化の進行、産業構

造の変化、価値観やライフスタイルの多様化、人口減少・少子高齢化社会、さ

らには地球環境問題への対応など、厳しい状況にあります。 

 このような中で、地域の産業をさらに活性化させ、活力と賑わいのあるまち

を実現するうえで重要となるのは、産業に携わる関係者が相互に知恵を出し合

い、連携し、そして協働していくことです。 

 そこで、市は平成２７年１２月に「三沢市中小企業振興条例」を制定いたし

ました。 

 その中で私ども「中小企業振興会議」では、会議設立の趣旨を踏まえ、当市

の中小企業の振興に関する施策を検討し、より効果的な新たな施策の発案を取

りまとめ、提言書として提出してきました。 

 この度、振興会議での協議・審議を経て、施策についての方向性を得たこと

から、次に掲げる施策について、ご検討くださいますようお願い申し上げます。 

 

１ 三沢市中小企業振興条例の周知に関すること 

 《現状》 

  三沢市中小企業振興条例は、市内中小企業の振興に関する施策を総合的に

推進するとともに、地域循環型経済を確立することで、経済の活性化と市民

生活の向上を図ることを目的に平成２７年１２月に制定された。 

  今後、中小企業の振興のためには、全ての市民等が中小企業の重要性を理

解し、商品やサービスの利用等を通じて、中小企業を応援していく事が重要

である。 

 《提言》 

  中小企業が地域経済に果たす役割や基本理念、市民の協力の必要性等につ

いて、広く情報発信し、中小企業に関わるすべての方の役割の理解をさらに

促進していく必要がある。特に、すべての方に分かりやすい丁寧な情報提供

に努める必要がある。 

 【具体的な施策案】 

 〇近隣市町村と連携し情報交流シンポジウム等の開催。 

 〇三沢市ホームページや広報みさわ等への情報掲載。 

 〇条例の具体的な内容を掲載したチラシやパンフ、イラスト入り小冊子を作

成し、各所へ備え置きや配布によるＰＲの推進。 



２ 人材の確保・定着に関すること 

 《現状》 

  当市においては、新卒者をはじめとした若年者の首都圏流出、また、一度

市外へ流出すると戻って来ない傾向が強く、このことが人材不足に拍車をか

けている。 

さらに、地元企業へ就職しても定着までに至っていない現状もある。このよ

うな状況に対し、企業が継続・発展していくためには人材確保及び定着を図る

ための施策を講じる必要がある。 

 《提言》 

  働き手不足解消のためには、女性・高齢者・外国人材の活躍推進と、働き

方改革による生産性向上を図り、魅力ある職場環境の整備を一層推進してい

く必要がある。若年者については、大学等へ進学する前に生徒や親、また教

職員へ地元企業の魅力、やりがいを伝え、地元就職も選択肢の一つと考えて

もらうことが重要であり、また、流出した人材のＵターンやＩターン就職希

望者へ市内企業の情報発信等を行う必要がある。 

また人材定着についても、職場環境の改善ややりがい創出を推進していく必

要がある。 

 【具体的な施策案】 

 〇人材紹介会社への企業情報掲載について、初期費用のみならず採用に至っ

た場合に人材紹介会社へ支払う成功報酬にも補助する。 

 〇Web 上で直接、就業希望者と面談が出来るシステム等の構築。 

 〇市内各学校の担当教職員へ地元企業の情報提供。 

 〇若年雇用対策として正社員化の実現。 

 〇子育て世代の女性を含め多様な人材が働きやすい職場環境の実現のため、

一定の基準並びに行動計画に沿って実施した事業者への助成及び対象人材に

対する助成。 

 

３ 人材の育成に関すること 

 《現状》 

  中小企業においては、経営者の高年齢化が進んでおり後継者が不足してい

る。また、後継者となる人材の訓練や教育時間を作り出すのが難しい状況に

ある。更に、機械化や IoT 化による生産性の向上、インターネット販売の普

及等、競争が激化している現状にある。 

  このような状況に対し、企業が継続・発展していくためには、人材及び後

継者を育成し、安定した事業を継続できるような支援が必要である。 

 



 《提言》 

  求められる知識や技術を有する人材のほか、新たな製品やサービスを生み

出す発想力豊かな人材を育成する必要がある。また、人材の育成・スキルア

ップが、企業の発展に繋がることを意識する必要がある。 

 【具体的な施策案】 

 〇高校、大学生向けのインターンシップ受入態勢構築支援及び企業情報の発

信に関する助成。 

 〇後継者あるいは優れた指導者を育成するための研修派遣や人材育成に対す

る支援制度。 

 〇社員研修を企業単独ではなく、コミュニティ全体で実施する。三沢市ビジ

ネススクール事業の構築。 

 

４ 経営方策に関すること 

 《現状》 

  市内中小企業者は、多くの雇用の機会を創出し、地域経済をけん引する重

要な役割を果たしているが、一事業者が持っている力には限界がある。 

こうした中にあって、個々の事業者が事業の継続や拡大を図り、儲ける力を

付けていくためには、それに応じた助成制度の構築や、事業者の求める情報を

取得・発信できる環境の整備が重要である。 

 《提言》 

  事業者や地域の特性を活かし、成長性の高い新たな分野へ挑戦する取組み

を後押しするための支援措置の充実、また、地域経済を力強く牽引する事業

を更に積極的に展開することが期待される事業の適切な支援や情報提供が求

められる。 

 【具体的な施策案】 

 〇事業者が活用できる様々な制度や補助金等の情報発信や説明会等の開催。 

 

５ まちづくりの関すること 

 《現状》 

  中小企業振興のために、中心市街地をはじめ市内全域の賑わいの創出は必

要不可欠なものであり、魅力ある取組を積極的に取組む必要がある。 

 《提言》 

  三沢市にしかできない街づくりを考え、素晴らしい環境・観光資源を生か

しながら、希望を持ち続けられるまちづくりが重要である。市をはじめ、三

沢市商工会や関係機関等が取組みを進めてはいるものの、より効果をあげら

れる魅力あるまちづくりに積極的に取組むことが必要である。 



 【具体的な施策案】 

 〇中心市街地の空き店舗利活用促進と景観イメージアップ。 

 〇事業者が地域の特色であるアメリカンを活かし発信するための助成。 

 

６ 人口減少に関すること 

 《現状》 

当市においても緩やかであるが、人口減少の傾向が見られ、統計では将来的

に３万人を下回ることが予想されている。 

  このような人口減少の問題は、地域経済を支える中小企業者にとって、需

要の減少、事業規模の縮小、雇用機会の減少、事業継続の困難等、その場面

においても多大な影響を与えるものであることから、人口流出防止の対策を

強化するとともに、市外からの移住・定住を促進する対策が重要である。 

 《提言》 

  移住者に対する経済的メリットの付与や経済負担等の軽減支援、さらに、

出会いの場の供給や定住するためのサポート支援の充実が求められている。 

  また、市外にいる移住者希望者に対して、当市の移住定住支援施策を効率

的にかつ有効的に情報提供する体制づくりが必要である。 

【具体的な施策案】 

〇婚活事業者と連携し、三沢市ならではの婚活パーティーに対する補助。 

〇資金不足による婚姻の躊躇を解消するための結婚サポート制度。 

〇不妊治療補助。 

〇インターネットにて随時、市内の空き家情報を提供し、移住家族の誘導を促

し、移住者への継続的補助金の充実。 

〇リノベーション住宅への転換を促すため、建物リフォーム等事業費補助金の

充実。 

 

７ 企業の取組に関すること 

 《現状》 

  当市において、新卒者をはじめとした若年層が首都圏へ流出する傾向が強

く、また、将来的な流入も少ない傾向が強い。また、大手企業が働き方改革

等で職場環境改善へと動くなどしているため、人材確保が困難となっており、

求職者についても地元企業への就職が選択肢としてない状況である。 

 《提言》 

  各事業所が人手不足時代に対応した新たな採用戦略を練りながら、優秀な

人材確保に向けて動き出すことが必要である。また、多様な働き方への対応

など職場環境を整え、採用力の強化を図ることが重要である。 



【具体的な施策案】 

〇働きやすい職場環境であることを対外的にアピールできるよう、国や県が実

施している表彰制度の受賞を目指す。 

〇新卒一括採用から通年採用となることで、今後、さらにインターンシップの

重要性が増すことが予測されることから、受入態勢や充実したプログラムを整

備し「選ばれる企業」を目指す。 

〇就職内定者には途中辞退とならないよう、親も含めてきめ細やかな対応をす

る。 

 

 

 

 

令和元年１１月〇〇日 

 

 

 

三沢市中小企業振興会議 

 

 

 

 三沢市長 小檜山 吉紀  殿 

 


